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同窓生累計：28,469 名・含む物故会員
※2023 年 3月卒業生含む
・総合ビジネス科 862 名（ 8期）
・総合技術科 809 名（ 8期）
・商業科  6,668 名（92 期）
・情報処理科 2,539 名（39 期）
・国際経済科 756 名（21 期）
・機械科 5,574 名（92 期）

・電気科 5,593 名（92 期）
・化学科 3,081 名（92 期）
・定時制商業科 821 名（23 期）
・定時制機械科 1,009 名（32 期）
・定時制電気科 757 名（31 期）���

　

令
和
２
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
入
学
し
た
生

徒
た
ち
が
、
本
年
３
月
１
日
（
水
）
に
門

出
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の

卒
業
生
は
、
一
番
大
変
な
高
校
生
活
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
卒
業
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
生
徒

た
ち
が
着
用
し
た
ま
ま
で
の
卒
業
式
と
な

り
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、次
の
通
り
で
す
。

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
１
０
２
名
、
総
合
技
術

科
８
７
名
、
合
計
１
８
９
名
。

令
和
４
年
度
卒
業
式

１
８
９
名
が
巣
立
ち

第
９
期
新
入
生
が

仲
間
入
り

待ちわびた 春゙゛

　

令
和
５
年
４
月
６
日
（
木
）
に
、
商

工
１
０
３
期
生
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
１
１
９
名
、
総

合
技
術
科
１
１
３
名
）
の
新
入
生
が
県
商

工
の
新
た
な
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ

か
ら
３
年
間
、
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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今
年
の
総
会
に
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
同

窓
会
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
同
窓
会

１
０
０
年
の
準
備
、
雄
飛
展
（
商
工
祭
）

校
歌
祭
な
ど
の
様
々
な
行
事
を
推
進
す
る

た
め
に
も
、
新
た
な
人
た
ち
に
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

決
議
に
よ
る
議
案
に
つ
い
て

第
１
号
議
案
：
令
和
４
年
度
会
務
報
告
の

件

第
２
号
議
案
：
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報

告
並
び
に
監
査
報
告
の
件

第
３
号
議
案
：
令
和
５
年
度
会
務
運
営
計

画
（
案
）
の
件

第
４
号
議
案 

： 

令
和
５
年
度
収
支
予
算（
案
）

の
件

母
校
で
６
年
目
を
迎
え
て

第
21
代
校
長　

塩
原　

正
美

　

令
和
５
年
度
を
迎

え
、
商
工
で
の
校
長

職
も
６
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
３
年
間
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
を
最
優
先
さ
せ
た
教
育

活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
職
員
及
び
生
徒
が
マ
ス
ク
の
無
い
、
顔

の
見
え
る
関
係
が
築
け
る
よ
う
に
感
染
対

策
を
施
し
な
が
ら
通
常
の
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓

会
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
通
常
の

活
動
が
で
き
る
よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
実
施
予
定
だ
っ
た
体
育

館
の
耐
震
改
修
工
事
は
、
令
和
５
年
４
月

初
旬
か
ら
令
和
６
年
３
月
中
旬
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
期
間
は
体
育
館
の
使
用
が

で
き
な
く
な
り
、
来
年
３
月
の
卒
業
式
は

本
校
体
育
館
で
実
施
が
で
き
ず
外
部
施
設

（
県
民
ホ
ー
ル
を
予
定
）
を
使
用
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
本
校
舎
の

建
て
替
え
、
令
和
３
年
柔
剣
道
場
兼
部
室

棟
の
耐
震
化
改
修
工
事
が
終
了
し
、
今
年

度
末
に
体
育
館
も
新
し
く
な
り
、
昭
和
49

年
に
建
て
ら
れ
た
美
立
橋
校
舎
が
す
べ
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
来
年
の
３
月

下
旬
に
は
体
育
館
の
見
学
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
に
も

是
非
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
３
月
４
日
（
土
）
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
本
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
在
学
当
時
に
青
春

の
汗
を
流
し
た
体
育
館
が
改
修
工
事
で

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最

後
の
勇
姿
を
目
に
焼
き
付
け
よ
う
と
晴

天
に
も
恵
ま
れ
た
中
、
1
0
0
名
程
の

年
代
を
越
え
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
顧
問
の
渡
邉
先
生
、
中
村

先
生
も
参
加
さ
れ
、
保
田
先
生
、
風
間

先
生
、
相
田
先
生
、
塩
田
先
生
な
ど
懐

令
和
４
年
度
卒
業
生
に

同
窓
会
入
会
の
説
明
会
実
施

　

令
和
５
年
１
月
27
日
に
、
令
和
４
年
度

卒
業
生
に
、
同
窓
会
入
会
説
明
会
を
幹
事

５
名
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ

禍
で
の
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
幹
事
が
各
教

室
を
回
り
、
ク
ラ
ス
単
位
で
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
内
容
を
熱
心
に

聞
い
て
貰
い
、
色
々
な
質
問
も
頂
き
ま
し

た
。
今
年
は
卒
業
生
全
員
入
会
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
1
3
7
名
が
新
た
に

同
窓
会
に
加
入
し
ま
し
た
。
こ
の
春
に
新

た
に
同
窓
生
と
な
る
皆
さ
ん
を
温
か
く
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

 （
亀
田　

記
）

第
５
号
議
案
：
母
校
創
立
１
０
０
周
年

 

寄
付
金
の
件

第
6
号
議
案
：
会
則
改
定
の
件

第
7
号
議
案
：
役
員
選
任
の
件

　
　
　
　
　

│　

記　

│

6
月
17
日
（
土
）

　
　
　

15
時
開
会
（
14
時
30
分
～
受
付
）

会
場
：
Y
B
S
南
幸
ビ
ル
９
F
ホ
ー
ル

　
　
　

横
浜
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

　
　
　

横
浜
市
西
区
南
幸
2-

15-

20

※
横
浜
ビ
ブ
レ
近
く
、
ホ
テ
ル
・
ザ
・
ノ
ッ

ト 
ヨ
コ
ハ
マ
隣
り
、
1
階
に
ロ
ー
ソ
ン

が
あ
り
ま
す
。

懇
親
会
：
総
会
終
了
後
、

　
　
　
　

16
時
30
分
頃
か
ら

会　

費
：
男
性
４
、
0
0
0
円　

　
　
　
　

女
性
３
、
0
0
0
円

か
し
い
お
顔
を
拝
見
し
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
終
了

後
は
、
校
舎
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
わ
ず
か
一
時
間
程
度
の
会
で
し
た

が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
満
足
さ
れ
た
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
体
育
館
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
ら
見
学
な
ど
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
：

会
場
の
都
合
上
、
6
月
9
日
（
金
）
ま
で

に
事
務
局
へ
メ
ー
ル
・
F
A
X
・
電
話
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
・
F
A
X
：
0
4
5 （
3
5
2
）
3
3
0
6

メ
ー
ル
：info@

yuuhikai.com

県
立
商
工
同
窓
会 

総
会
の
ご
案
内
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【第 1 号議案】
令和 4 年度会務報告
　
1. 会員総会 
　日時：令和 4 年 6 月 18 日 ( 土 )
　横浜シティクラブにて開催し、終了後、懇親会を開催。
　令和３年度活動報告、収支決算報告並びに監査報告が承認された。
　令和 4 年度会務運営計画（案）、収支予算 ( 案 ) が審議され可決承認された。
　（出席 28 名）

2. 総務委員会
　 1）財務の確立について
　 2）予算管理のレベルアップについて
　 　  定期的な月次収支決算書の会計チェック、上期、下期収支決算書の速や

かな作成に心がけた。

3. 企画委員会
　 1）11 月 12 日 ( 土 ) 秋の歩こう会実施「三殿台遺跡」（参加 14 名）
　 2）10 月 15 日 ( 土 ) 第 17 回「青春かながわ校歌祭」に参加　
　 　  横須賀芸術劇場（参加 13 名）

4. 広報委員会
　 1）会報「雄飛」120 号、121 号を発行
　 2）ホームページの更新

5. ゴルフ大会
　第 31 回　10 月 26 日（水）東富士カントリ一クラブ（参加 12 名）

6. 雄飛展（商工祭）実行委員会
　商工祭（文化祭）に参加
　10 月 29 日（土）～ 10 月 30 日 ( 日 )（来場者多数）

7. 第 29 回新年懇親の集い
　新年懇親の集いは中止となった。

8. 支部活動報告
　 1）湘南会（旧藤沢支部）活動 
　 2）相鉄沿線支部活動
　 　  会報「雄飛」120 号参照

【第 3 号議案】
令和 5 年度会務運営計画（案）
　１. 会員総会 
　日時：令和 5 年 6 月 17 日（土）　午後 3 時開催
　場所：YBS 南幸ビル　横浜シティクラブ９F ホール

2. 総務委員会
　1）財務の確立を図る
　2）予算管理のレベルアップを図る

3. 企画委員会
　1）第 74 回秋の歩こう会　11 月 18 日（土）
　2）第 18 回「青春かながわ校歌祭」　
　　  10 月 21 日（土）　神奈川県立青少年センタ一

4. 広報委員会
　1）会報「雄飛」122、123 号を発行する
　2）ホームページの更新を随時行う。

5. ゴルフ大会の実施
　第 32 回　５月 25 日（木）　東富士カントリークラブ
　第 33 回　秋頃（日時未定）

6. 雄飛展（商工祭）実行委員会
　商工祭に参加　10 月 21 日（土）～ 10 月 22 日（日）

7. 第 30 回新年懇親の集い
　令和 6 年 1 月 20 日（土）　YBS 南幸ビル（横浜シティクラブ９F ホール）

8. 同窓会 100 周年記念事業計画
　1）寄付金募集
　2）同窓会 100 周年実行委員会

9. 支部活動計画
　1）湘南会
　　    ７月 12 日（金）　暑気払い
　　  12 月 10 日（日）　サークル活動報告会（忘年会）
　2）相鉄沿線支部活動
　　  10 月　秋の会合
　　    3 月 30 日（土）　春の会合「こども自然公園」花見会（企画委員会と共催）

【第 2 号議案】
令和 4 年度 収支決算報告

（令和 4 年 4 月１日～令和 5 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　　　　　　　　　                                 単位：千円／四捨五入

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 会費 1,960 1,991
2. 総会費収入 140 107
3. 会報広告収入 280 280
4. 寄付金収入 90 116
5. 雑収入 0 6 ※ 1
6. 終身会費積立金取崩額 1,630 1,540
当期収入合計（Ａ） 4,100 4,040
前期繰越金 63 63
当期収入の部合計（Ｂ） 4,163 4,103

※１　預貯金利息、100 周年記念切手 5000 円含む
支出の部　　　　　　　　　  　　　                               単位：千円／四捨五入

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 事業費 2,105 1,881
2. 会議費 250 278
3. 管理費 1,470 1,610
4. 雑支出 0 0
5. 特定預金積立繰入額 270 210
6. 固定資産取得支出 0 0 
当期支出合計（Ｃ） 4,095 3,979
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） 5 61
次期繰越金（B）−（C） 68 124

【第４号議案】
令和 5 年度 収支予算（案）

（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　                       　                               単位：千円／四捨五入

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 会費 1,960 1,784
2. 総会費収入 140 130 総会、懇親会会費
3. 会報広告収入 280 280 14 社
4. 寄付金収入 90 117
5. 同窓会 100 周年記念事業 0 500 同窓会100 周年積立
6.100 周年費用立替分戻入 0 980 預貯金利息、100 周年記念切手
7. 雑収入 0 3
8. 終身会費積立金取崩額 1,630 210
当期収入合計（Ａ） 4,100 4,004
前期繰越金 63 124
当期収入の部合計（Ｂ） 4,163 4,128
支出の部　　　　                       　                                単位：千円／四捨五入

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 事業費 2,105 1,935
2. 会議費 250 310
3. 管理費 1,470 1,635
4. 特定預金積立繰入額 270 210
5. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 4,095 4,090
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） 5 △ 86
次期繰越金（B）−（Ｃ） 68 38

1. 減価償却引当積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

1,386 0 0 1,386

2. 終身会費積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

4,871 210  1,540 3,541

※当期崩し額は前年度過大取崩額修正 3,000 含む。

3. 母校創立 100 周年記念事業積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

16,834 0 11,554 5,280

科 目 金額 備 考
1. 流動資産
　 現金 122

郵便振替（ゆうちょ銀行） 2
流動資産　合計 124

2. 固定資産
什器備品 0
電話加入権 35
減価償却引当積立金 1,386
終身会費積立金 3,541
創立 100 周年記念事業積立金 5,281
固定資産　合計 10,243

3. 負債の部
負債　合計 0

正味財産　合計 10,366

財産目録  
（令和 5 年 3 月 31 日現在） 　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円／四捨五入 

令和 4 年度 特別会計決算報告
（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 　　　　　　　  単位：千円／四捨五入
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52 東　　美雪 1
53 鈴木美智子 1
53 田町　恵子 2
59 片岡　民江 3
52 野田　晴美 1 1
63 福原　正和 1 1
64 笠原　和行 1
66 秋山　智美 1 1
66 服部　順子 1
69 志手　聖子 1

併設中学卒
S1 期 友井　吉男 2 1

機械科
25 宮崎　　武 1 1
29 柴田　孝雄 1
30 相原　　聡 2
30 井関　順義 1
30 相澤　直哉 1
31 片岡　敬司 1 1
31 鈴木　益治 3
31 新野　純一 2
33 能條　健二 10
33 小林　博光 1
33 髙橋　導徳 1
35 細谷　勝久 3 4
35 岡田　　弘 1 1
36 斎藤　　滋 1
36 永嶋　嗣生 1
36 斉藤　尹耀 3
38 酒井　忠裕 1
38 平戸　英雄 2
38 松本　勇治 1
35 山ノ井英雄 2
39 角田　修二 5
39 長野　　保 1 1
40 八七橋健次 1 1
40 箕輪　純三 1 1
41 長嶋　泰信 1
41 保木本健二 2 1
43 佐藤　光親 1
44 瀬戸　利夫 1
45 佐藤　洋一 1 1
45 瀬崎　芳則 1 1
46 天野　隆司 1
50 高野　　茂 5
57 阿部　信市 1
62 坂本　光男 1 1

62 関　　義彦 1 1
77 大野　信祐 1
79 三村　哲也 1 1

電気科
28 深野　録郎 2 3
28 小川喜一郎 1 1
29 堀坂　和夫 1
29 大木　　功 5
29 小出　　廣 2
29 野尻　秀夫 1
31 田中　康之 5
31 山本隆二郎 3
31 永坂　　禎 1
33 荒井　　弘 1
33 中野　　剛 1
33 藤沢　　甫 5
34 有本誠一郎 1 2
36 田辺　恵司 1
36 渡邊　　南 1
37 岩崎　　惇 1 1
37 中嶋　　弘 2
39 斉藤　昭敏 1
41 守　健一郎 1
41 大迫　孝男 1 3
41 田中　義隆 3
43 内藤　　登 1
44 鶴田　静男 1
44 榎本　孝一 5
46 関戸　邦雄 10
48 吉田　和男 5
48 佐藤　幸二 1
50 小林　　晃 3
50 丸山　尚一 10
51 小沢　芳明 1 1
53 五十嵐芳男 2
58 大河内　誠 1
60 春田　信治 1
61 江崎　正彦 1 1
66 佐藤　博和 1
80 白鳥　建太 2

化学科
26 瀬々倉康夫 5
28 大須賀　洋 10
29 井上　　昇 3
31 小島　恒明 1
31 斉藤　謙三 1
31 樋口修一郎 1

36 飯田　　力 10
38 石井　利和 2
38 潮田　勝義 1 3
39 末吉　徹雄 1 1
45 成田　　実 1
47 柴田　喜愛 1 1
52 飯島　智美 2
53 田中　隆司 2
54 柏倉由美子 2
58 植草　郁子 1 1
69 吉田　良和 1
70 長谷川寛泰 5
70 増子　幸枝 1 3

定時制商業科
7 佐藤　初子 1 1
8 田中　　峻 3
8 稲垣　徳子 1 3
8 平田　宣夫 1 2

10 鈴木　貞夫 1
12 小林　道代 1 1
13 森田　光雄 1

定時制機械科
6 塚田　隆司 2
7 稲沢　武富 1
7 久松　　建 1 1
8 広谷　　武 1

10 田野井幸雄 1
11 千田　義盛 5
19 宮城　正和 1 1
21 石川　定夫 1
21 服部　高一 1 3
23 諏訪　　清 2

定時制電気科
3 池田　健蔵 1 1
5 寺島　廩増 1 2
7 川鍋　　宏 3

15 金子　勝秀 5
18 星野　國和 1
19 前田　石蔵 1 1

確認不可
ツジトシキ 3

ウチダ 3
寄付金

機 29 星野　時春 30
電 28 深野　録郎 10
旧職員 柴田勇四郎 30
旧職員 大嶋　啓子 2

商業科
卒期 氏　名 会費 賛助
21 岩沢　末三 5
21 加藤　孝市 3 20
30 岡田　　浩 2 1
31 鈴木　秀雄 2
31 鈴木　　茂 1 1
31 加藤　　實 1
32 池田貴恵子 1 3
32 重田　健治 1
32 鈴木　克之 5
33 大田　憲明 1
33 成田　拡其 2
35 市川　武司 1
35 高畠　規人 1
35 廣江　龍彦 1
35 小泉　敏行 2 1
37 菅　　哲男 2
37 大山　　晃 3
38 清水　勇輔 1 1
39 小林　繁夫 5
40 井上　照代 1
41 三浦　則子 5
41 廣瀬　保則 1 3
41 井上　勝行 100
42 達見ナナ子 2
45 二見　義広 1
45 持田　久次 1
47 松浦　英俊 1
49 栗原　廣之 1

年会費・賛助会費
納入者一覧表

今回の掲載名簿は次の受付日です
令和4年10月1日～令和5年3月31日

郵便振替・銀行振込・現金
による受付のものです
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69 岡田　　篤

73 今泉　直人

82 長谷川　翔

機械 40 加藤　孝男

41 荒井　茂明

41 松井　政義

46 碓井　好美

48 高橋　幸雄

48 森　　栄治

48 黒沢　克己

51 内山　俊治

54 正田　　亨

55 小藤　　明

57 有海　隆夫

電気 36 伊波　四郎

36 松本　　清

37 中里　　毅

38 河西　善彦

39 長田   　 功

39 滝口　昌久

40 久保寺　一

41 浜田　年男

41 河本　敏彦

46 常盤　　勇

48 立岩　　稔

49 浦野　一郎

51 佐野　　正

51 下平　　茂

52 水野　　功

物故会員名簿（敬称略）

科 氏名 逝去日

商 20 増田　幸兼 R4.9.3

商 29 安田喜代治 R4.8.9

商 32 澤　謙一郎 R5.2.3

商 56 須山佐知子 R4.9.21

商 69 紫田　和貴 R4.17

機 19 木佐森健司 R4.1.23

機 28 受川　久一 R3

機 29 星野　時春 R3.7.31

機 31 鈴木　益治 R4.7.31

電 23 福寿　　信 数年前

電 28 深野　録郎 R5.1

電 29 小出　　廣 R4.5.1

電 29 大木　　功 R4.7.3

電 31 田中　康之 R4.8.11

化 36 吉田　　博 R3.12.30

化 36 飯田　　力 R4.8

化 37 野川　忠義 R4.9.17

化 38 仲田　健嗣 R2

化 38 水谷　大三 R3.7.22

化 38 峯岸　祥介 R4.12.4

化 39 芳野　敏明 R4.10.12

定電 5 寺島　廩増 R5.2.9

御逝去されました
会員の皆様には
心から哀悼の意を表します。

58 長谷川達也

63 土屋　　操

80 白鳥　健太

化学 32 西関　　武

33 石綿　良子

33 鈴木　一郎

40 鈴木　　勉

40 高橋　正昭

44 三橋　保男

45 高橋　　保

46 吉田　澄子

53 林田　典子

55 瀧野瀬龍代

68 露木　俊徳

69 多賀　涼子
情報
処理

1 村上　加恵

3 風間　好美

5 三田　博士

5 霜越　浩美

11 小嶋　聖子

16 大泉　弘治

定商業 4 星田　一雄

定機械 14 川崎　節雄

15 橋本　光司

旧職員 松井　薫子

終身会費

平成30年 4月〜令和5年 3月

科 卒期 氏　名

商業 31 鈴木　松弘

31 平沢富三郎

32 内村　　徹

33 中根　良夫

33 山田　　茂

33 若林　敏男

34 寺田慶太郎

37 早川　英雄

39 荒井伊佐雄

41 鈴木　静江

42 川口　禎二

42 東郷　　文

44 森田　房子

45 向井　茂子

48 久保野正子

49 石黒　新一

49 瀬下　久恵

51 肥田美惠子

51 中代満里子

56 林　　晴美

58 田村　昭子

59 三田美恵子

60 名越真由美

60 鈴木恵美子

63 中神　京子

67 肥田かずえ

創業明治26年 皆様に愛されて

ユニフォームの　　　　　  は
お陰さまで創業130年になりました。

品数・種類豊富な

社　長 中 島 康 一

本　社／横浜市金沢区幸浦 2-22-17
　　　　TEL（045）785-2611（代）
野　毛　店／横浜市中区宮川町2-45　TEL（045）241-6831（代）
ショップ／野毛店・金沢店　

※年会費・賛助会費・終身会費
の会費等の単位は千円です。

※敬称は省略させていただき
ます。
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商業科
岡田　浩（30）
同窓会に多くの人が参加すると良いですね。ご苦
労さんです。
　　小泉　敏行（35）
本年 5 月に干支７回り目を迎えます。8 回り目は
…………です。

菅　哲男（37）
さつまいもを斜目廻し切りにして、ココナツオイル
で揚げず炒めず、軽くコゲ目が付く程度に焼き上
げ、小鉢にとりハチミツと岩塩を少々振りかける。
大学いもの出来上がり!!

服部　順子（66）
創立 100 周年おめでとうございます。高校卒業し
てから、30 年以上、たってしまいましたね。

志手　聖子（69）
いつも会報ありがとうございます。毎号、楽しみに
しています。

紫田　和貴（69） 　　　　　    ご家族様より
故人の意志で 30,000 円寄付します。旧職員　柴
田勇四郎　令和 4 年 9 月 17 日死去（88 才）同
窓会の助け合い支え合い譲り合いを願っています。

機械科
星野　時春（29） 　　　　　    ご家族様より
R3.7.31 88 才で永眠致しました。大変お世話にな
りありがとうございました。父は良く商工実習の話
を聞かせてくれ、野球部が強かった話（父は自動
車部だったそうです）等を誇らしく話してくれました。
父の荷物を整理しておりますと会報雄飛がきれい
な形で保管されていて、母校への愛を感じ雄飛の
発行を心待ちにしている父の姿が浮かんで来まし
た。いつも楽しい会報をお届け下さった事務局の
皆様本当にありがとうございました。心ばかりです
が父の思いを寄付させて頂きたく振り込ませて頂き
ました。誠に勝手ですがもし会報に父の名前をの
せて頂ける場合がありましたら、その会報を送って
頂けると幸いです。

相原　聡（30）
本年で 90 才　体は思うように動けなくなり生活の
範囲がせばまって来ました。今は生きることが仕事
です。掃除洗濯食事、主夫はたいへんです。でも
ジム通いはとめられません。

鈴木　益治（31） 　　　　　    ご家族様より
夫　益治　令和 4 年 7 月 31 日に永眠致しました。
長い間有り難う御座居ました。（良枝）

電気科
深野　録郎（28） 　　　　　    ご家族様より
本年 1 月 89 歳にて逝去致しました。永い間お世
話になりありがとうございました。（妻　深野　民子）

小出　廣（29） 　　　　　    ご家族様より
令和 4 年 5 月 1 日　小出廣は他界いたしました。
永い間、お世話になり有難うございました。

大木　功（29） 　　　　　    ご家族様より
父　大木功は令和 4 年 7 月 3 日に永眠いたしまし
た。長い間お世話になりました。貴会の益々のご
発展をお祈り申し上げます。（長女　大木　紀恵）

田中　康之（31） 　　　　　    ご家族様より
R4.8.11　夫、田中康之は 87 才で永眠いたしま
した。永い間、お世話様になりありがとうござい
ました。

化学科
小島　恒明（31）
年々体調の悪化、体力の低下があり、クラス会が
開けない。幸いクラス仲間の読書会を軸に、発行
している会報でハガキによる消息報告を誌上で行
いクラス会の代わりとしている。が顔も見たいのだ！

飯田　力（36）ご家族様より
令和 4 年 8 月　永眠いたしました。長い間大変御
世話になりました。

定時制機械科
千田　義盛（11）
退会届　誠に勝手ではございますが、令和 4 年を
もって退会させていただきます。これまで大変お世
話になりました。

会費をお振込いただきありがとうございます。
本欄は郵便振込用紙の通信欄に記載されたも
のを掲載しています。一部長文は簡略化させて
いただきました。編集子は皆様からのコメント
を励みに頑張っています。　

ミニ通信

（　）は卒期
令和 4 年10 月1日～令和 5 年 3 月31日受領分

雄
飛
展
（
商
工
祭
）

　

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
県
立
高
校
１
４
５
校
に
参
加
の
呼
び

か
け
を
し
て
い
ま
す

　

今
年
は
、
10
月
21
日(

土)

に
神
奈
川

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
我
が
商
工
高
校(

雄
飛
会)

は
、「
校
歌
」
と
校
友
の
歌
「
自
由
の
園
生
」

を
合
唱
い
た
し
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り

中
止
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 第

18
回

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭

　

今
年
の
商
工
祭
は
、
10
月
21
日
（
土
）、

22
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
、
昨
年
と
同

様
に
雄
飛
展
と
し
て
参
加
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
催
事
の
内
容
は
、
今
後
詳

細
を
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
致
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
商
工
祭
に
も
来
校

頂
き
、
母
校
の
今
の
姿
を
ご
確
認
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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＜

弁
当
飲
み
物
各
自
持
参
、
会
費

５
０
０
円
、
缶
ビ
ー
ル
貰
っ
て
チ
ャ
ラ＞

同
窓
会
に
は
こ
う
い
う
行
事
が
あ
る
け
れ

ど
、
良
か
っ
た
ら
出
て
お
い
で
よ
。
私
の

退
職
挨
拶
状
に
、
学
校
と
会
社
の
先
輩

で
あ
る
故
・
澤
田
俊
男
さ
ん
か
ら
返
信

が
き
た
。
こ
れ
が
同
窓
会
に
顔
を
出
す

き
っ
か
け
で
平
成
17
年
10
月
の
事
で
あ

る
。
初
め
て
、
大
山
裏
登
拝
道
歩
こ
う
会

に
参
加
し
た
が
山
岳
部
O
B
の
は
し
く

れ
と
し
て
大
し
た
も
の
だ
と
驚
愕
し
た
。

早
速
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
を
新
調

し
て
以
来
、
ヤ
ビ
ツ
峠
岳
ケ
台
高
尾
山

三
浦
富
士
砲
台
山
e
t
c
と
数
々
の
思

い
出
を
残
し
て
、
そ
の
シ
ュ
ー
ズ
も
柏

台
散
策
の
折
底
が
剝
が
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
池
公
園
の
桜
は
見
事
な
咲
き
方
で
つ

い
つ
い
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
。
商

業
科
先
輩
の
野
点
を
嗜
み
、
花
び
ら
舞

う
杯
は
風
流
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
次

会
の
カ
ラ
オ
ケ
も
コ
ロ
ナ
渦
の
今
で
は

よ
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

鎌
倉
古
寺
巡
り
は
、
ガ
イ
ド
の
小
池

先
生
の
話
が
大
変
お
上
手
で
当
時
の
歴

史
の
裏
に
詳
し
く
、
戦
国
の
武
士
た
ち

の
「
心
の
中
の
本
心
は
、こ
う
で
あ
っ
た
」

と
い
う
話
が
歴
史
音
痴
に
も
大
変
興
味

を
も
つ
事
が
で
き
た
。
日
本
史
家　

磯

田
道
史
さ
ん
に
も
匹
敵
す
る
の
で
は
な

い
か
。

同
窓
会
と
私

そ
し
て
商
工
　
い
ろ
い
ろ

商
業
科
37
期　

菅　

哲
男

―
今
の
仕
事
は
？

　

神
奈
川
ス
バ
ル
株
式
会
社
で
、
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
た
戸
塚
店
で
車
の
整
備
士
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
神
奈
川
ス
バ
ル
で
は
、

テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
言
い
ま
す
。

―
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

　

最
初
は
、
車
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
車

検
を
多
く
担
当
し
ま
し
た
。
車
検
を
す
る

に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
お
客
様
の
車
に
つ

い
て
、
ご
利
用
状
態
を
多
く
見
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
車
に
乗
ら
れ
て
い
る
方
、
車
内
を

綺
麗
に
さ
れ
て
い
る
方
、
様
々
な
お
客
様
に

合
わ
せ
て
、
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
な
と
、

気
に
掛
け
て
仕
事
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
車

を
お
預
か
り
し
て
、
お
客
様
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
、
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、入
社
し
て
３
年
目
で
、重
整
備
（
エ

ン
ジ
ン
を
降
ろ
し
た
り
）
を
や
ら
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
任
せ
て
も
ら
っ
て
る

感
が
更
に
増
し
て
、
整
備
士
に
な
っ
た
ん
だ

と
の
実
感
も
増
え
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

―
県
商
工
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
に
立
っ
て

い
ま
す
か
？

　

車
に
は
多
く
の
ネ
ジ
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
き
さ
だ
っ
た
り
、
ネ
ジ
山
の
ピ
ッ
チ

だ
っ
た
り
、
多
く
の
ネ
ジ
が
あ
る
ん
で
す
が
、

県
商
工
の
機
械
系
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と

が
役
に
立
っ
て
ま
す
。

　

入
社
し
て
か
ら
車
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て

も
ら
え
る
時
間
が
あ
る
の
で
す
が
、
す
ぐ
理

解
で
き
る
し
、
な
る
ほ
ど
っ
て
感
じ
た
り
、

重
力
な
ど
に
つ
い
て
も
県
商
工
で
学
ん
で
い

た
通
り
だ
と
、
使
え
る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
る

の
で
、
県
商
工
で
学
ん
だ
こ
と
が
通
用
す
る

と
思
っ
た
し
、
楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

―
県
商
工
で
の
思
い
出
は
？

　

部
活
で
す
か
ね
。
軽
音
楽
部
で
し
た
。

卒
業
ま
で
３
年
間
や
り
ま
し
た
が
、
放
課

後
な
ど
、
み
ん
な
で
残
っ
て
、
わ
い
わ
い
暗

く
な
る
ま
で
や
っ
て
帰
る
な
ど
、
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
が
印
象
深
い
で

す
。
あ
と
ギ
タ
ー
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
人
手
が
足
り
な
け
れ
ば
、
ボ
ー
カ
ル

や
、
ド
ラ
ム
な
ど
も
、
練
習
し
な
が
ら
で

す
が
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。
基
本
、
視

聴
覚
室
で
活
動
し
て
ま
し
た
。
本
当
に
楽

し
か
っ
た
の
が
一
番
の
思
い
出
で
す
ね
。

―
昨
年
の
文
化
祭
で
軽
音
楽
部
、
楽
し
そ

う
に
演
奏
し
て
ま
し
た
よ
。

　

軽
音
楽
部
は
、
ほ
か
の
学
校
よ
り
部
員

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
後
輩
が
楽
し
ん
で
く

れ
て
る
か
心
配
で
し
た
が
、
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
な
の
で
安
心
し
ま
し
た
し
、
嬉
し
い
で

す
ね
。
私
の
時
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
文
化
祭
も

無
か
っ
た
の
で
、
残
念
で
し
た
が
、
後
輩
は

良
か
っ
た
で
す
。

―
他
に
高
校
の
時
代
の
思
い
出
は
あ
り
ま

す
か
？

　

こ
ど
も
の
頃
か
ら
乗
り
物
が
好
き
で
、

自
転
車
で
通
学
し
て
い
た
の
で
、
友
人
と
良

く
遠
く
ま
で
出
掛
け
た
り
、
自
転
車
を
い

じ
る
の
も
好
き
で
、
部
品
を
変
え
た
り
、
バ

ラ
し
て
み
た
り
、
良
く
や
っ
て
ま
し
た
。
遅

く
ま
で
良
く
い
じ
っ
て
ま
し
た
。

―
県
商
工
に
入
る
き
っ
か
け
は
？

　

物
を
作
っ
て
み
た
い
、
触
っ
て
み
た
い
、

加
工
し
た
い
な
ど
、
そ
れ
を
仕
事
に
繋
げ
て

い
く
に
は
、
県
商
工
に
行
こ
う
っ
て
思
っ
て
、

選
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
だ
と
思
い

ま
す
。
中
学
生
の
時
に
県
商
工
で
勉
強
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―
県
商
工
を
進
め
た
人
は
居
ま
し
た
か
？

　

仲
の
良
い
友
人
が
二
人
い
て
、
小
学
校
、

中
学
校
も
同
じ
で
、
高
校
も
一
緒
で
、
同

じ
県
商
工
の
総
合
技
術
科
の
機
械
系
で
し

た
。
気
の
合
う
３
人
組
で
卒
業
ま
で
ず
っ
と

一
緒
で
し
た
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

神
奈
川
ス
バ
ル
株
式
会
社　

髙
橋　

光

総
合
技
術
科 

機
械
系　

２
０
２
１
年
３
月
卒
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2
0
2
2
年
12
月
11
日
（
日
）
サ
ー

ク
ル
活
動
報
告
会
（
忘
年
会
）
を
藤
沢
市

内
に
あ
る
池
田
貴
恵
子
氏
（
商
32
）
の
お

店
（
さ
つ
ま
や
本
店
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
７
名
と

少
数
で
し
た
が
、
昔
話
し
に
花
が
咲
い

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
持
田　

記
）

　

2
0
1
9
年
に
開
催
さ
れ
た
花
見
会

以
降
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

た
「
花
見
会
」
で
し
た
が
、
残
念
な
こ
と

に
コ
ロ
ナ
に
変
わ
り
天
気
に
邪
魔
さ
れ
、

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
当
日
、
８
名
（
平
松
さ
ん
、

河
合
さ
ん
、
邉
見
さ
ん
、
中
嶋
さ
ん
、

淀
川
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん
、
長
澤
さ
ん
、

小
澤
）
が
集
合
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
都
合

の
付
く
方
々
で
会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

卒
業
後
50
年
以
上
経
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
今
だ
に
当
時
の
情
景
や
思
い
出

が
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
、
世
代
を
超
え

て
話
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

世
代
関
係
な
く
話
が
弾
む
の
が
同
窓

会
の
良
さ
な
の
で
す
ね
、
今
回
は
残
念

で
し
た
が
、
次
回
の
再
会
を
約
束
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
小
澤　

記
）

　

令
和 

４
年
11
月
12
日
（
土
）
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
３
年
振
り
の
秋
の
歩
こ

う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
三
殿
台
遺
跡
」
の
調
査
、

市
営
地
下
鉄
「
蒔
田
駅
」
に
午
前
10
時

に
参
加
さ
れ
た
方
は
14
名
で
し
た
。
天

気
は
快
晴
、
暑
い
為
か
コ
ン
ビ
ニ
で
ア

ル
コ
ー
ル
を
調
達
し
途
中
の
吉
良
家
の

菩
提
寺
「
勝
國
寺
」
で
一
休
み
、
吉
良

湘
南
会
支
部

第
74
回
『
花
見
会
』

雨
天
の
た
め
、
中
止

支
部
だ
よ
り

家
は
源
氏
足
利
家
の
支
族
で
室
町
時
代

か
ら
続
く
名
家
で
蒔
田
城
で
付
近
一
帯

を
治
め
て
い
ま
し
た
。 

お
墓
に
も
お
参

り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
本
命
の
三
殿
台

遺
跡
に
向
か
い
歩
く
事
約
20
分
で
到
着
、

小
高
い
丘
の
上
に
有
り
岡
村
小
学
校
の

隣
で
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
の
遺
跡

が
あ
り
丘
か
ら
下
界
を
見
る
と
大
昔
は

海
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
ブ
ラ
タ
モ

リ
調
）
入
口
に
有
る
考
古
館
の
方
に
遺

跡
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
三
殿
と
は

平
子
氏
・
太
田
道
灌
・
吉
良
氏
の
３
氏

の
城
・
館
が
近
く
に
有
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
近
く
の
公
園
に
移
動
し
昼
食

を
頂
き
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
各
位
の
近
況
報
告
・
思
い
出
話

第
73
回

「
秋
の
歩
こ
う
会
」
に
参
加
し
て

　

鎌
倉
と
い
え
ば
、
弘
明
寺
校
舎
か
ら

往
復
ク
ラ
ス
対
抗
駅
伝
大
会
が
あ
っ
た
。

２
５
０
cc
の
バ
イ
ク
で
伴
走
し
た
記
憶

が
あ
る
。
今
の
交
通
事
情
で
は
、
と
て

も
考
え
ら
れ
な
い
行
事
で
あ
る
。

　

昭
和
32
年
、
電
卓
、
ワ
ー
プ
ロ
、
P
C

の
な
い
時
代
に
は
全
校
珠
算
競
技
大
会

が
あ
っ
て
、
本
命
が
し
っ
か
り
外
れ
て

機
械
科
の
選
手
が
個
人
総
合
優
勝
、
２

位
商
業
科
の
選
手
、
そ
し
て
私
は
３
位

に
入
賞
で
き
た
が
残
念
な
思
い
を
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
は
後
々
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
役
に
立
っ
て
い
る
。

　

そ
の
算
盤
も
近
頃
計
算
が
一
度
で
合

わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

バ
カ
尾
根
を
４
時
間
か
け
て
登
り
、

塔
ケ
岳
、
丹
沢
山
、
蛭
ケ
岳
、
檜
洞
丸
、

犬
越
路
と
縦
走
そ
し
て
国
体
で
山
道
が

整
備
さ
れ
た
と
聞
き
山
中
湖
へ
抜
け
る

ア
タ
ッ
ク
を
何
度
も
試
み
た
が
、
失
敗

に
終
わ
り
箒
沢
、
中
川
温
泉
を
下
り
御

殿
場
線
谷
峨
駅
か
ら
煙
の
出
る
汽
車
に

乗
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
の
も
思
い
出
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

五
十
路
を
廻
っ
て
始
め
た
ゴ
ル
フ
も
、

13
年
間
夢
中
に
な
っ
て
ピ
タ
リ
と
止
め

た
。
そ
ん
な
訳
で
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会

に
参
加
し
て
な
い
事
は
残
念
で
あ
る
。

　

同
窓
会
会
務
を
広
報
、
総
務
と
述
べ
16

年
間
僅
か
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
た
が
、

ひ
と
つ
云
え
る
事
は
常
に
一
般
会
員
の

目
線
に
た
っ
て
物
事
を
す
す
め
る
事
で

は
な
い
か
。
目
配
り
、
気
配
り
そ
し
て

手
回
し
良
く
進
め
る
事
が
寛
容
で
は
な

い
か
。
責
任
を
と
る
事
は
ひ
と
つ
も
な

い
が
、
責
任
感
を
も
っ
て
や
る
事
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
も

収
束
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
以
後
、
厳

し
い
財
政
事
情
が
覗
か
れ
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
続
く
同
窓
会
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
。
コ
ロ
ナ
渦
を
一
つ
と

し
た
諸
々
の
不
確
実
性
の
高
い
社
会
環

境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
で
考
え

る
時
だ
と
思
い
ま
す
。　

三殿台　竪穴住居
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商
工
七
夕
会
、
二
年
ぶ
り
開
催

機
械
科
48
期

　

28
年
間
毎
年
続
け
て
き
た
恒
例
の
ク

ラ
ス
会
『
七
夕
会
』
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
２
年
間
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
少

し
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
令
和
4

年
７
月
１
日
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、
家
族

の
同
意
な
ど
の
条
件
付
き
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
18
名
が
睦
町
の
東
京
庵
に

集
ま
り
い
つ
も
の
仲
間
の
い
つ
も
の
話

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
た
盛
り

上
が
る
の
で
す
が
。
今
年
ば
か
り
は
さ

す
が
に
時
間
の
延
長
は
控
え
、
二
次
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
食
後
ま
だ
時

間
に
余
裕
が
有
る
の
で
弘
明
寺
校
舎
ま

で
行
こ
う
と
い
う
事
に
な
り
そ
れ
か
ら

約
30
分
歩
き
、
な
つ
か
し
い
弘
明
寺
校

舎
の
正
門
に
集
ま
り
し
ば
し
青
春
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
「
あ
れ
か
ら
50
年
」

の
声
が
出
た
と
こ
ろ
で
全
員
無
事
完
歩

の
手
締
め
を
し
、
現
地
解
散
を
し
ま
し

た
。
最
後
に
相
鉄
沿
線
支
部
長
の
中
嶋

さ
ん
よ
り
来
春
の
花
見
会
を
ぜ
ひ
行
い

た
い
と
の
事
で
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加

を
、
と
の
表
明
が
有
り
。
そ
の
後
三
々

五
々
心
地
よ
い
疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
帰

路
に
付
き
ま
し
た
。
次
回
は
コ
ロ
ナ
禍

も
終
息
し
も
っ
と
多
く
の
方
が
参
加
し

て
頂
け
た
ら
と
弘
明
寺
校
舎
の
正
門
に

手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
後
日
談
コ
ロ
ナ

　

令
和
５
年
も
近
場
で
す
が
、
適
度
の
坂
道
と
頂
上
の
塚

山
公
園
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
の
コ
ー
ス
を
計
画
致
し

ま
し
た
。
今
話
題
の
徳
川
家
康
に
見
込
ま
れ
た
、
イ
ギ
リ

ス
人
三
浦
按
針
の
塚
を
巡
る
秋
の
一
日
で
す
。
紅
葉
を
愛

で
な
が
ら
久
し
振
り
の
再
会
の
歩
こ
う
会
に
沢
山
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
程
：
令
和 

５
年
11
月
18
日
（
土
）

▼
場
所
：
京
急
安
針
塚
駅 

〜 

塚
山
公
園 

〜 

Ｊ
Ｒ
田
浦
駅

             (

約
３
km
、
１
時
間
50
分
コ
ー
ス)

▼
集
合
場
所
：
京
急 「
安
針
塚
駅
」
改
札
口

▼
集
合
時
間
：
午
前
10
時
30
分
集
合

▼
会
費
：
５
０
０
円
（
保
険
代
）

※
昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
持
参
で
す
。

※
当
日
午
前 

７
時
の
時
点
で
雨
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

※
万
が
一
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
が
有
っ
た
場
合
も
皆
様
の
安
全
・
安

　

心
の
た
め
中
止
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

感
染
者
は
無
と
の
事
で
す
。（佐

々
木　

記
）

「
傘
寿
」
を
祝
う
ク
ラ
ス
会
開
催

化
学
38
期

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
見
送
っ
て
い
た
ク

ラ
ス
会
を
３
月
28
日
横
浜
駅
西
口
の
「
な

か
一
」
で
開
催
し
た
。
今
回
は
山
口
県
光

市
・
京
都
市
在
住
の
遠
距
離
組
を
含
め
15

名
の
級
友
が
集
ま
っ
た
。

　

こ
の
間
３
名
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
恩

師
久
保
田
先
生
の
奥
様
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ご
冥
福
を

祈
っ
た
。
３
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
で
あ

り
、
お
互
い
に
近
況
を
報
告
し
あ
い
話
し

も
無
く
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
卒
業
50

年
の
節
目
を
越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

2
0
2
3
年
もSeventy

の
オ
ヤ
ジ
た

ち
がseventeen

に
経
ち
帰
り
７
月
に

『
七
夕
会
』
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
二
見　

滋　

記
）

第 74回「秋の歩こう会」のお知らせ

吉良家の菩提寺「勝國寺」三浦按針の墓
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着
任
者
一
覧

役
職
等

氏
名

前
任
校

教
諭
（
社
会
）

新
貝　
　

努

県
立
新
羽
高
等
学
校

教
諭
（
数
学
）

近
藤　

優
矢

新
採
用

教
諭
（
数
学
）

金
井　

涼
太

県
立
湘
南
台
高
等
学
校

教
諭
（
理
化
学
）

廣
林　

範
彦

県
立
大
和
西
高
等
学
校

教
諭
（
保
体
）

及
川　

佳
一

県
立
横
浜
緑
園
高
等
学
校

教
諭
（
保
体
）

岸　
　

直
孝

新
採
用

教
諭
（
英
語
）

浅
木　
　

優

県
立
綾
瀬
高
等
学
校

教
諭
（
英
語
）

安
田　
　

稜

新
採
用

教
諭
（
英
語
）

谷　
　

咲
枝

県
立
松
陽
高
等
学
校

教
諭
（
商
業
）

伊
藤　

壽
章

県
立
小
田
原
東
高
等
学
校

教
諭
（
商
業
）

亀
山　

勇
樹

県
立
平
塚
農
商
高
等
学
校

教
諭
（
商
業
）

樅
山　
　

茜　

育
休

教
諭
（
工
機
）

大
塚　

靖
章

県
立
平
塚
工
科
高
等
学
校

教
諭
（
工
機
）

岩
井　

清
隆

県
立
横
須
賀
工
業
高
等
学
校

教
諭
（
工
機
）

中
山　
　

誠

県
立
向
の
岡
工
業
高
等
学
校

教
諭
（
工
化
）

三
輪　

尚
生

県
立
横
須
賀
南
高
等
学
校

離
退
任
者
一
覧

役
職
等

氏
名

異
動
先

総
括
教
諭

塩
澤　

岳
青

県
平
塚
農
商
高
等
学
校

教
諭

佐
藤
眞
理
子

追
浜
高
等
学
校

教
諭

新
田
健
二
郎

県
立
向
の
岡
工
業
高
等
学
校　

定
時
制

教
諭

梅
田　

貴
光

N
P
O
法
人
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン・
よ
こ
す
か
（
内
地
留
学
）

臨
任
教
諭

岩
崎　

恭
子

県
立
藤
沢
工
科
高
等
学
校

臨
任
教
諭

杉
山　

敬
子

県
立
釜
利
谷
高
等
学
校

臨
任
教
諭

武
藤　

泰
昭

県
立
平
塚
農
商
高
等
学
校

臨
任
教
諭

矢
萩　

祐
輔

山
形
県
立
村
山
産
業
高
等
学
校

臨
任
教
諭

石
田　
　

亨

県
立
新
栄
高
等
学
校

臨
任
教
諭

冨
田　

雅
裕

東
京
都
立
大
崎
高
等
学
校

教
諭
（
再
任
用
）

髙
橋　
　

靖

県
立
元
石
川
高
等
学
校

実
習
指
導
員

川
村
与
志
朗

退
職

教
諭
（
再
任
用
）

増
渕　
　

晃

定
年
退
職

教
諭
（
再
任
用
）

田
中　

正
晴

定
年
退
職

教
諭
（
再
任
用
）

田
名
網
純
哉

定
年
退
職

教職員人事異動　

045-731-5964

100周年記念寄付金決算の訂正
平成 29 年 4 月～令和 4 年 9 月

 寄付金総額 19,834,276円
 生徒用ロッカーの寄贈  3,000,000 円

 組み立て式観覧席の寄贈 11,550,880 円

 寄付金の残金額 5,280,716 円

の
花
が
咲
き
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
回
は
80
歳
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
ク
ラ
ス
会
を
ど
う
す
る
か
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
継
続
を
望
む

声
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
回
幹
事
を
決

め
た
。
在
学
当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残

す
級
友
も
多
く
、
し
ば
し
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
を
味
わ
い
、
元
気
で
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
た
。　
　
　
　
　
（
河
合　

記
）

　

雄
飛
１
２
１
号
で
創
立
１
０
０
周
年

記
念
寄
付
金
の
決
算
を
記
載
い
た
し
ま

し
た
が
、
寄
付
総
額
と
寄
付
金
残
金
額

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
す
る

と
と
も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
部

質
問
①
２
０
２
３
年
度
の
主
な
活
動
・
大

会質
問
②
２
０
２
３
年
度
の
目
標

質
問
③
部
活
動
に
お
け
る
現
在
の
課
題
・

問
題
点

質
問
④
２
０
２
３

年
度
４
月
現
在
の

部
員
数

●
硬
式
野
球

顧
問　

畠　

陽
一
郎

部
長　

宮
崎　

幸
樹

①
春
の
大
会
は
予

選
敗
退
。

　

５
月
３
日
Y
校

定
期
戦

　

７
月
７
日
か
ら
夏
の
予
選
開
幕

　

８
月
下
旬
に
秋
の
大
会
予
選

②
夏
の
大
会
３
回
戦
以
上
勝
ち
抜
く

　
″
必
笑″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
野
球
を
楽

し
む
。

③
こ
こ
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
本
で
な
い
。　

ま
た
集
中
力
の
持
続
が
な
か
な
か
難

し
い
。
夏
ま
で
選
手
の
メ
ン
タ
ル
を
鍛

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
１
年
生
15
人　

２
年
生
14
人

　

３
年
生
４
人

　

伝
統
校
の
復
活
を
目
指
し
て
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
強
い
商
工
野

球
部
と
一
流
の
職
業
人
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
軟
式
野
球
部

部
長　

吉
田　

歩
希

①
春
季
県
大
会

（
私
立
武
相

高
、
私
立
横

浜
清
風
高
と

合
同
チ
ー
ム
）

出
場

②
単
独
チ
ー
ム

を
編
成
す
る
。

　

県
大
会
優
勝

③
部
員
数
が
少
な
く
単
独
チ
ー
ム
で
出

場
が
で
き
な
い
。

④
１
年
生
０
人　

２
年
生
１
人

　

３
年
生
１
人

●
サ
ッ
カ
ー
部

部
長　

吉
野 

聡

①
全
国
高
校
総

体
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選

手
権

　

U-

18
リ
ー

グ
高
円
宮
杯

　

神
奈
川
県
K
５
リ
ー
グ　

新
人
戦

②
二
次
予
選
に
進
出
し
、
勝
利
す
る

　

応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム

③
日
常
生
活
に
お
け
る
模
範
と
な
る
姿

勢
と
行
動

④
１
年
生
９
人　

２
年
生
９
人

　

３
年
生
12
人

●
卓
球
部

部
長　

佐
藤　

雄
太

①
月
・
水
・
金
・
土
の
週
４
日
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
川
崎
市
の
強
い

学
校
と
合
同
練
習
を
行
い
、
そ
の
高
校

の
メ
ニ
ュ
ー
そ
の
ま
ま
部
活
で
使
い
、

日
々
強
く
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
の
大
会
は
県

大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
の
シ
ベ
ハ

ス
と
引
退
試
合
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
の
学
校
対
抗
で
す
。

②
一
人
で
も
多
く
の
県
大
会
に
出
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
日
々
の
練
習

か
ら
自
分
の
課
題
を
理
解
し
、
そ
の
課

題
を
１
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く
練
習

を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
現
在
部
活

動
行
っ
て
い
ま
す
。

③
現
在
の
卓
球
全
体
と
し
て
は
、
あ
ま
り

に
集
中
し
て
し
ま
い
、
い
つ
も
時
間
ギ

リ
ギ
リ
に
な
っ
て
下
校
を
し
て
し
ま

う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
１
メ
ニ
ュ
ー
間
の
小
休
憩

を
な
く
し
、
パ
ッ
パ
ッ
と
メ
ニ
ュ
ー
を

こ
な
し
、
時
間
に
余
裕
を
持
ち
な
が
ら

下
校
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
１
年
生
３
人　

２
年
生
２
人

　

３
年
生
３
人

　

現
在
の
部
員
で
は
学
校
対
抗
の
人
数

ギ
リ
ギ
リ
で
人
数
不
足
な
の
で
す
が
、

そ
の
分
、
他
校
の
卓
球
部
以
上
の
努

力
を
続
け
て
い
る
自
信
が
あ
る
ほ
ど

練
習
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々

精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
ダ
ン
ス
部

部
長　

松
本　

紅
花

①
４
月
１
日
泉
区
で
開
催
さ
れ
た
ダ
ン

ス
イ
ベ
ン
ト
「K-PO

PIN

」
に
参
加
。

体
育
祭
や
文
化
祭
で
の
発
表
に
向
け

て
の
練
習
。

②
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
全
身
を
使
っ
て
表

現
し
、
心
の
底
か
ら
楽
し
ん
で
ダ
ン
ス

を
す
る
。

③
全
員
集
ま
る
日
が
少
な
い
。
鏡
が
見
え

に
く
い
。

④
１
年
生
０
人　

２
年
生
７
人

　

３
年
生
３
人

現
在
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状
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【就職】 【進学】
ビジネス 技術 ビジネス 技術

㈱三峰 いすゞ自動車㈱ 大原簿記・情報ビジネス専門学校 横浜校 大原法律公務員専門学校
㈱日陸 小田急電鉄㈱ 文教大学 和光大学
横浜冷凍㈱ ㈱ ENEOS ウイング関東第 2 支店 桜美林大学 青山製図専門学校
㈱コジマ 三菱プレシジョン㈱ 大原法律公務員専門学校 横浜こども専門学校
㈱ CEMENT 東邦チタニウム㈱ 横浜医療秘書専門学校 日本工学院専門学校　蒲田校
山九㈱横浜支店 ㈱京急自動車学校本社 横浜商科大学 日本工学院専門学校
㈱京写 東芝エレベータ㈱神奈川支社 田園調布学園大学 文化服装学院
横浜トヨペット㈱ AGC ㈱ AGC 横浜テクニカルセンター 関東学院大学 神奈川大学
㈱ロピア 自衛隊 横浜栄養専門学校 関東学院大学
日揮ビジネスサービス㈱ 一般社団法人 日本貨物検数協会 神奈川県立産業短期大学校 神奈川県立産業技術短期大学校
㈱メイコー ㈱山内技研工業 国際フード製菓専門学校 日本電子専門学校
㈱マルエツ ㈱シバックス 横浜理容美容専門学校 愛知工業大学情報電子専門学校
フルハシ EPO㈱横浜営業所 トヨタモビリティパーツ㈱神奈川支社 日本大学 東部職業技術校
㈱マルコー 三栄ビルシステム㈱ 駒澤大学 横浜テクノオート専門学校
㈱オカムラ追浜事業所 菱電エレベータ施設㈱ 神奈川柔整鍼灸専門学校 東京誠心調理師専門学校
イオンリテール㈱東神奈川事務所 富士通ネットワークソリューションズ㈱ 産業能率大学 東京テクニカルカレッジ
㈱ニコン ㈱総合車両製作所 大原法律公務員専門学校　町田校 日本大学
旭段ボール㈱厚木工場 横浜ゴム㈱平塚製造所 横浜 YMCA スポーツ専門学校 東海大学
㈱スリーエス・サンキュウ J ‐ POWER ジェネレーションサービス㈱ 上海交通大学
オーケー㈱ JCOM ㈱ 鶴見大学
㈱ファイブフォックス 京三精機㈱ 大原法律公務員専門学校　横浜校
パナソニックコンシューマーマーケティング㈱首都圏エリア 東電同窓電気㈱ 神奈川大学
㈱ダイワコーポレーション 日本飛行機㈱ 高千穂大学
㈱ライフコーポレーション 山沢電業 MDF ビューティーカレッジ
㈱オギノパン アマノ㈱ 横浜ｆカレッジ
㈱銀座コージーコーナー 横浜メルテック㈱ 東京ビジュアルアーツ
㈱梅の花 ㈱カワデン 横浜システムエ学院専門学校
三和倉庫㈱ コムシスネット㈱ 情報科学専門学校
㈱ノジマ ㈱神奈川ケイテクノ 和光大学
川西倉庫㈱京浜支店 三菱電機ビルソリューションズ㈱横浜支社 日本工学院
日本精工㈱藤沢工場 ステーションエ業㈱ 桐蔭横浜大学
トヨタモビリティパーツ㈱神奈川支店 ㈱ハセテック 中央大学
フジパンストアー㈱ 三井物産フォーサイト㈱ 専修大学
トッパン・フォームズ・オペレーション㈱ ㈱ DNP テクノパック 横浜工場 国士館大学
日本郵便㈱南関東支社 フルテック㈱ 横浜テクノオート専門学校
山手冷蔵㈱ 富士美工業㈱ 日本電子専門学校
㈱関電工 住電オプコム㈱ デジタルアーツ
㈱日産カーレンタルソリューション オムロンフィールドエンジエアリング 石谷学園アーティスティック B 横浜美容専門学校
㈱崎陽軒 ㈱ニチボウ
㈱ベニレイ・ロジステイクス ㈱ REJ
京セラ SOC㈱ 京浜急行電鉄㈱
一般社団法人日本自動車販売協会連合会神奈川県支部 ㈱小山電気
キリンテクノシステム㈱ 日本オーチスエレベータ㈱
㈱ HAMAYA 三球電機㈱
㈱東日本ステーションサービス ㈱エヌ・ティ・ティ エムイー
システムニコル㈱ ㈱ NTT 東日本―南関東
いすゞ自動車㈱藤沢工場 ㈱神奈川ナブコ
NXキャッシュロジステイツクス㈱ ㈱三差製作所

京セラ SOC ㈱
㈱ DNP ファインケミカル
日本乳化剤㈱
日油㈱川崎事業所
㈱日本触媒
昭和電工㈱川崎事業所

令和 5年卒　進学・就職情報（令和 5 年 1 月現在） （順不同）

　コロナ社会となって丸 3 年が過ぎました。本格的に規制緩和が始まり、
マスクなしの生活が始まろうとしています。同窓会も、4 年ぶりの花見
会開催を計画しましたが残念ながら雨天中止となりました。それでも７
名の方々が集合したので、皆さんで食事をしました。
　その中で、色々な話がありましたので、一部をご紹介します。
①昔は、鎌倉駅伝大会があった。（マラソン大会とは違い、10 名のチー
　ムで鎌倉往復の駅伝大会）
②水泳の授業では、国大のプールを使い、女子高と合同だった。
③昔は、学生の間で数え歌（一つとせ・・・）が流行っていた。
　などなど、同窓生が集まると、その時代ごとに違いがあり、知らない
話が聞けて楽しいひと時でした。
　皆さんの中で、その様な話をご存じの方がおられましたら、是非、同
窓会事務局にお知らせください。同窓生の資料として会報に載せられた
らと思っています。よろしくお願い致します。

（小澤　記）

編集後記


